長期搾乳が必要となった母親が入院中から退院後にかけて経験する搾乳への思い by 佐々木 瑛里















































児の哺乳量増加が励みとなる B：飲めてると頑張れる。今日は 1回 20ml飲んでました。 
児に母乳を飲んでもらいたいと思う C：でも赤ちゃんに飲んでもらいたいから 
児が飲んでいるミルクの量を目標に搾乳を行う C：一日 60ｍｌを 8 回飲んでるから、8 パックは持っていくことを目標にしてるんですけど、どうしても
6 とか 7 パックしか取れない 





























































C：赤ちゃんがだんだんよくなってきて。ミルクの量が 5 ㏄、15 ㏄、25 ㏄って増えて良かった。毎日飲
む量が増えてる。 
児のちから強さを感じる A：足の力も強くなってきててオムツ交換の時とか大変。 
周囲の存在が搾乳への原動
力となる 
 
同室者へ初めは遠慮するが仲良くなり搾乳を応援
してくれたことが搾乳の原動力となる 
A：同じ部屋の人が優しい。最初は夜に部屋で搾乳すると音がなるけん迷惑かなって思いよったけど仲良
くなってから気にならなくなった。「搾乳頑張ってね」って言ってくれる。手作りのスタイまで作ってく
れて頑張ろうって思えた。 
周囲も母乳で育てている A：友達も母乳で育てよって、子どもがすごい大きくなってる 
義母が搾乳器を買ってくれた A：だんなのお母さんが退院してから使う搾乳器を買ってくれてる。搾乳器がいることを相談したらすぐ
買ってきてくれた。ほんとにお母さん優しい。 
夫が児に没頭し搾乳に対して興味を持つ A：だんなも子どもにメロメロやけんね。搾乳しよる時も、どんな感じなん？って興味持ってる。赤ちゃ
んに吸われてる感じがするよ、って教えてあげた。 
児の哺乳量に見合う搾乳をと
どけなければならないという
使命感 
母親として搾乳を児のもとへ届けなければという
思い 
A：とりあえずあげないかんと思う。毎日もっていかないかんし。 
児の哺乳量増加に伴い搾乳量も増加させたいという
思い 
A：どんどん飲む量が増えていくけんね。 
よりよい搾乳方法を模索す
る 
夜間搾乳時に大変さを軽減できるよう工夫する B：夜、眠い時は自動搾乳器で搾乳しています 
自分なりの方法で楽に搾乳出来る方法の模索 A：搾乳とったら次とるための搾乳器を部屋にもってきてる。準備してたら起きてすぐ出来るけん楽 
入院中に使用した搾乳器の中から自分の使いやすい
搾乳器を選び、購入の参考にする 
B：入院中に使っていた搾乳器の中でも使いやすいのとそうじゃないのがあった」「自分が使いやすかっ
たものと同じメーカーの搾乳器を準備しました 
退院後の搾乳について思い
をめぐらせる 
 
退院後の搾乳へ意欲的である B：退院後もがんばらないと 
退院後にどのような搾乳方法を選択するか考える B：退院後はどうやって搾乳をしていこうか 
どのように生活リズムの中に取り入れていくか考
える 
B：今は一人だけど帰ったら家族もいるし、あれもこれもってなると 3 時間なんてあっという間に経って
しまいそう 
1．入院中 
2．退院後 
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